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社会福祉学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

精神保健福祉援助実習 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
本授業では、精神科病院、障害福祉サービス事業所等の現場における実習を通して体験的に学びを深めていく。

授業の目的
現場体験を通して精神保健福祉⼠として必要な専門知識・技術ならびに関連知識の理解を深め、精神障害者への相談援助及びリハビリ
テーションに関する資質・能⼒・技術を習得する。

学習目標
１．これまで学んだ精神障害者の⽀援に必要な保健・医療・福祉に関する幅広い知識について、その実際をじかに体験することにより、
具体的に述べ、統合的に説明する。
２．精神保健福祉の諸機関・施設の実施主体、設備、⼈員等について、根拠法令に基づき説明する。
３．実習目標とそれを達成するための具体的課題・⽅法を設定する。
４．配属先の精神障害者がおかれている現状及びその⽣活実態やニーズを具体的に述べる。
５．秘密保持や権利擁護などの職業倫理に基づいた⾏動を実践し、精神保健福祉援助の価値・倫理を具体的に述べる。
６．実習体験をもとに実践場⾯における態度・⾏動を客観的に振り返り、⾃⼰の課題を明確に⽰す。
７．それぞれの職種の連携がどのように⾏われるのか、ケースカンファレンスがどのように利⽤者に役⽴つのかなど、職種間の連携につ
いて具体的に説明し、考察する。
８．精神保健福祉⼠による直接及び間接援助技術がどのように実施されているか具体的に説明し、その意義や重要性について考察する。

授業計画

使⽤図書

担当教員名
松本 京介、 原⼝ 彩⼦

対象学年 4 対象学科 社会（精神保健福祉コース必修）

開講時期 通年 必修・選択 選択

単位数 6 時間数 270（うち現場実習180時間）

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

【オリエンテーション】 全体指導 松本、原⼝、伊東、渡邉

【事前学習】 全体及び個別指導 松本、原⼝、伊東、渡邉

精神保健福祉に関する基本的な理解

実習先の理解

⾒学学習（精神科病院・社会復帰施設）

個⼈票作成

実習課題の検討と達成課題の確認

実習計画案の作成

実習においての⼼構え・留意点

【現場実習】 担当教員による巡回指導 松本、原⼝、伊東、渡邉

5⽉から10⽉

（配属先及び⽇程は別途伝えます。）

【事後学習】 全体意及び個別指導 松本、原⼝、伊東、渡邉

実習目標の達成度の評価

実習内容の振り返り

解決すべき⾃⼰の課題の整理

精神保健福祉⼠としての基本姿勢・技術の学習を深める

【実習報告会】 発表、討論 松本、原⼝、伊東、渡邉

12⽉



評価⽅法 
授業態度、配属先の実習状況、実習ノート、その他提出物の提出状況などに応じて評価する。

履修上の留意点
この授業は、原則として精神保健福祉⼠の資格取得を目指す学⽣を対象とする。

オフィスアワー・連絡先
松本京介
前期︓⽔曜 2限、昼休み
後期︓⽕曜 2限、昼休み
E310（研究棟）
matumoto@nuhw.ac.jp

原⼝彩⼦
前期︓⽕曜 15時以降
後期︓⽕曜 15時以降
E311（研究棟）
haraguchi@nuhw.ac.jp

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

参考書 実習⽣のためのPSW実習ハンドブック 牧野⽥恵美⼦他編集 へるす出版 2002年 3,000円＋税

その他の資料 適宜、配布する。


